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かつらぎ町の人口
（12月末日現在）

16,650人（前月比－51人）　男 7,849人　女 8,801人　世帯数 7,168世帯
出生 6人　死亡 30人　転入 13人　転出 40人

かつらぎ町
ホームページ→

（令和元年８月８日生まれ）

妙寺の
岩井みちえさん・つむぎちゃん

問い合わせ　生涯学習課社会体育係（内線３０１７）

　※聖火リレー実施時は、１時間程度の交通規制（主に国道24号）を予定しています。
　　ご協力をお願いします。詳細は、決定次第後日お知らせします。

　日本全国47都道府県を回る東京2020オリンピッ
ク聖火リレーは、３月26日(木)福島県・ナショナ
ルトレーニングセンターＪヴィレッジでスタートし
た後、日本全国で実施されます。オリンピックの象
徴である聖火は、121日間をかけて日本全国を巡り
ます。
　かつらぎ町内は下記のとおり通過予定ですので、
沿道でのご声援よろしくお願いします。

「毎日、たくさんの笑顔を　　
　　届けてくれてありがとう」

～東京２０２０オリンピック聖火リレー～
聖火がかつらぎ町にやってくる！

本町通過予定

４／11（土）午後
リレー全体　　３月26日（木）～７月24日（金）

和 歌 山 県　　４月10日（金）～11日（土）の２日間
※三重県から本県へ、本県から奈良県へ

オリンピック
聖火リレー
実 施 日 程

スタート
佐野こども園

ゴール
かつらぎ公園
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今月の主な内容

●確定申告　町民税・県民税の申告　　２
●予防接種の助成について　　　　　　３
●人権作文　　　　　　　　　　　　　５
●まちのわだい　　　　　　　　　　　６～８
●２月のお知らせ　　　　　　　　　　９～11
●図書館だより　　　　　　　　　　　12
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　13～15
●聖火がかつらぎ町にやってくる！　　16

令和
２年 成人式開催令和
２年 成人式開催
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役
場
お
よ
び
粉
河
税
務
署
で
は
、
左

記
の
と
お
り
申
告
相
談
会
場
を
設
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
会
場
に
お
越
し
の
際
は
、

前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
や
、
税
務
署

か
ら
の
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
青
色
申
告
を
行
う
方
、
土

地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が

あ
る
方
、
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除

の
適
用
を
受
け
る
方
で
、
確
定
申
告
が

必
要
な
場
合
は
税
務
署
で
申
告
相
談
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
の
明
細
書

作
成
な
ど
の
事
前
準
備
が
不
十
分
な
場

合
、
申
告
相
談
を
行
う
前
に
書
類
の
整

理
・
集
計
な
ど
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
住
民
税
係
（
内
線
２
０
４
２
）

　

本
町
の
都
市
計
画
道
路
は
昭
和
32
年

に
10
路
線
、
平
成
10
年
に
２
路
線
、
計

12
路
線
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
３
路
線
が
整
備
完
了
済
で
９
路
線

が
未
完
了（
う
ち
３
路
線
が
未
着
手
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
の
計
画
道
路
が
道
路
構
造
の
変

化
に
よ
り
、
実
現
性
が
低
い
道
路
が
多

く
あ
り
、
道
路
未
整
備
に
よ
る
観
光
バ

ス
な
ど
の
大
型
バ
ス
で
の
渋
滞
や
主
要

道
路
の
交
通
量
の
増
減
な
ど
、
当
初
の

都
市
計
画
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
、
ま
た
今

後
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
道
路
各
路
線
の
現
状

を
把
握
し
、
必
要
性
を
具
体
的
に
検
討

し
た
う
え
で
都
市
計
画
道
路
網
の
見
直

し
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し（
案
）に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

資
料
の
閲
覧
場
所

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

・
役
場
２
階　

建
設
課

募
集
期
間

２
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

意
見
を
提
出
で
き
る
方

・
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

・
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を
有

　

す
る
個
人
ま
た
は
団
体

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
係

　

る
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
建

設
課
事
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
事
務
係
（
内
線
２
０
８
１
）

所
得
税
の
確
定
申
告
、町
民
税・県
民
税
の
申
告

か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し（
案
）に

対
す
る
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）募
集

期間　２月６日（木）～３月16日（月）
　　　（土、日、祝日を除く）
　　　午前９時～午後５時
　　　（受付は４時45分まで）
場所　防災センター１階
※２月６日（木）～14日（金）は、所得税の
　還付申告が対象です。

庁舎申告相談会場

期間　２月19日（水）　午前９時～正午
場所　花園支所１階

地区相談会場

期間　２月17日（月）～３月16日（月）
　　　（土、日、祝日を除く）
　　　午前９時～午後４時
場所　紀の川市商工会館（粉河）

問い合わせ　粉河税務署
　　　　　　（☎0736－73－3301）

税務署申告相談会場
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予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

対
象
者（
接
種
日
現
在
）　

町

内
在
住
の
生
後
６
カ
月
〜
小

学
６
年
生
ま
で
の
方

助
成
額　

上
限
１
千
円

※
対
象
者
一
人
に
つ
き
年
１

回接
種
期
間　

令
和
元
年
10
月

１
日
〜
令
和
２
年
１
月
31
日

申
請
期
限　

３
月
31
日（
火
）

申
請
方
法　

次
の
も
の
を
持

参
し
、
払
い
戻
し
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
領
収
書
（
接
種
ワ
ク
チ
ン

名
、
対
象
者
氏
名
が
記
載
さ

れ
た
も
の
）

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
日
が
わ
か
る
も
の
（
母
子

健
康
手
帳
な
ど
）

・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
）

・
印
鑑

※
医
療
機
関
に
委
任
状
を
提

出
し
、
費
用
か
ら
１
千
円

差
し
引
い
た
金
額
を
支
払

っ
た
方
は
申
請
不
要
で
す
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女

性
（
19
歳
以
上
50
歳
未
満
）

②
妊
婦
の
夫（
妊
娠
中
に
限

る
）

対
象
ワ
ク
チ
ン　

「
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
」
も
し
く
は
「
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
」

助
成
額　

上
限
１
万
円
（
内
訳　

県
５

千
円
、
町
５
千
円
）

助
成
回
数　
一人
に
つ
き
１
回

※
過
去
に
助
成
を
受
け
た
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

実
施
場
所　

希
望
す
る
医
療

機
関
へ
実
施
の
有
無
を
問
い

合
わ
せ
の
上
、
予
約
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間　

平
成
31
年
４
月

１
日
〜
令
和
２
年
３
月
31
日

申
請
期
限　

３
月
31
日（
火
）

申
請
方
法　

接
種
後
に
次
の

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
領
収
書

・
予
防
接
種
済
証

・
印
鑑

・
振
込
先
の
わ
か
る
物

※
妊
婦
の
夫
は
、
夫
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
物
（
母

子
健
康
手
帳
な
ど
）
も
必
要
。

注
意
事
項

※
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
カ
月
間
は
避

妊
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接

種
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
の
み
の
接
種
と
な
り

ま
す
。

※
対
象
外
の
方
に
は
助
成
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
確
認

を
行
っ
た
上
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

衛
生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

平成31年度 健康推進員養成講習会受講生募集
　地域住民の健康向上を図るため、健康寿命日本一わかやまの実現に向けた取り組みの一環
である健康推進員の養成を行い、地域に根付いた健康づくりを推進することを目的とします。

日時　２月17日（月）午後１時～４時30分
場所　保健福祉センター　
内容　開校式、オリエンテーション
　　　①講義「生活習慣病とその予防」
　　　　講師　前田　至規 氏（前田医院院長）
　　　②講義とディスカッション
　　　　本町の健康および検診などの状況、健康課題
　　　　講義「健康推進施策について」
　　　　橋本保健所・かつらぎ町
　　　③講義「生活習慣病とその予防（運動編）」
　　　　講師　西風　幸一 氏（健康運動指導士）
　　　④修了式（修了認定書交付）

対象者
　地域で健康推進員として、健康づく
　り活動を実践する熱意のある方
実施主体
　橋本保健医療圏地域・職域連携推進
　協議会
修了認定
　知事名で修了認定書を交付
　※ただし、過去に他の団体研修など
　　で同一課目を受講していることが
　　確認できた場合は、一部研修科目
　　を免除（左記②は受講必須）

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線６０３１）

申込締切2/14㈮
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水道管の凍結や破裂事故にご注意ください
　気温の低い冬場は、水道管の凍結や凍結による破裂事故が多く発生します。　
　水道管の中の水は、気温がマイナス４℃以下になると凍結するとされて
います。また、凍結に伴い、水が膨張し水道管が破裂する事があります。
　次のような場合は、特に注意が必要です。

☆水道管が凍結した場合は…
　水道管に布（タオルなど）をかぶせ、ぬるま湯をかけて解凍してください。
　※熱湯をかけると、水道管が破裂する場合があります。必ずぬるま湯をかけてください。

☆水道管が破裂した場合は…
　止水栓を時計回りに回して、止水してください。
　止水後、町指定給水装置工事事業者に連絡して修繕してください（有料）。
　※非常時に備え、止水栓の位置および定期的に止水できるか、確認してください。

☆水道管凍結の予防
　水道管に布（タオルや毛布）をかぶせ、養生テープなどで水道管が露出しないように保温する。
　水道管に保温材を取り付ける。※町指定給水装置工事事業者に依頼してください（有料）。
　鉛筆の芯程度水をだしておく（水道料金がかかります）。

・水道管がむき出しになっている
・風当たりの強い場所に水道管がある
・建物の北側で、日陰に水道管がある

漏水を発見した場合はご連絡ください

　などの場合は、埋設している水道管が破損し漏水している可能性があります。ご連絡を頂
いた後、上下水道課職員が確認し、必要に応じ修繕を行います。漏水は、水圧の低下や濁り
水の発生を引き起こすだけではなく、道路を陥没させるなど危険な場合があります。
　上下水道課では、定期的に漏水調査を実施していますが、皆さんからのご連絡により発見
されるケースが多数ありますので、漏水を発見した場合はご連絡をお願いします。

・雨が降っていないのに、地面が濡れている
・いつも流れていない水路に水が流れている
・急に水圧が低下した、また、急に濁り水が発生した

問い合わせ　上下水道課（☎２２－６５６６）

償却資産の申告をお忘れではありませんか？
　償却資産とは土地・家屋以外の事業の用に供する資産のことで、毎年１月１日時点で所有し
ている場合は、固定資産税の対象となります。
　償却資産には土地・家屋のように登記制度がないため、所有者が町に申告する義務がありま
す。税務課では申告状況、内容について確認する場合がありますので、ご理解とご協力をお願
いします。
【償却資産の例】事務機器、接客用家具・備品、商品陳列ケース、屋外電気設備、看板、
　　　　　　　　太陽光発電システムなど

問い合わせ　税務課固定資産税係（内線２０４３）
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大
き
な
ガ
ラ
ス
の
ド
ア
を
お

さ
え
て
後
か
ら
入
っ
て
く
る
お

じ
い
さ
ん
を
待
っ
て
い
た
男
の

人
。

　

小
さ
な
親
切
で
す
が
、
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
が
今
ま
で
気
が
つ
い

て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
、
町
の

人
た
ち
は
、
親
切
な
行
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
齢

の
人
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
を
言
っ
て
い
て
、
見
て

い
た
ぼ
く
は
、
な
ん
だ
か
少
し

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
に
小
銭
を
わ
た

し
て
お
礼
を
言
っ
て
も
ら
っ
た

と
き
、
自
分
の
心
の
中
に
う
れ

し
い
気
持
ち
が
わ
い
て
き
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
高
齢

の
人
た
ち
に
親
切
に
し
て
い
た

町
の
人
た
ち
も
、
き
っ
と
同
じ

気
持
ち
だ
と
思
い
ま
し
た
。
人

を
助
け
る
と
、
助
け
て
も
ら
っ

た
人
だ
け
で
は
な
く
自
分
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
か
ら
、

み
ん
な
自
然
と
親
切
な
行
動
が

で
き
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
、
自
分
に

で
き
る
小
さ
な
親
切
を
少
し
ず

つ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ぼ
く
と
同
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

　11月22日（金）、東京メルパルクホールで
開催された全国社会福祉大会において厚生
労働大臣表彰が行われ、伊都手のひら（代
表　松岡夕紀氏）が表彰されました。
　伊都手のひらは、手話を通じて聴覚障が
い者の生活を学び、お互いの理解を深める
ことを目的に活動を続けています。また、
町内小学校での手話指導など福祉教育活動
や、手話通訳活動を行う者などの人材育成にも尽力され、それらの活動に対する功績が認められ
たものです。

厚生労働大臣表彰

　12月14日（土）、有田川町で開催された「和歌山県花を愛する県民の集い」大会において、梁瀬
小学校に二階俊博会長より第23回和歌山県花いっぱいコンクール「学校の部」最優秀賞が、また、

最優秀賞受賞

　11月21日（木）、水浦言仁さん（御所）が緑白綬
有功章を受章されました。
　水浦さんは、昭和44年に就農されて以来、地
域ぐるみで落葉果樹への転換やブドウの無核化

緑白綬有功章受章

により、品質・収量
を安定化させ、観光
農園を始めるととも
に柿の施設栽培に取
り組まれ、地域研究
会会長として栽培技
術の向上、県指導農
業士などとして、地
域農業の振興、活性
化に貢献されたこと
が認められての受章
です。

仁坂吉伸県知事より知事賞が授与されました。
　この賞は、花づくりを通じて、美しい環境整
備とコミュニティの活性化を図り、花と緑と笑
顔があふれる和歌山を創造することを目的に、
毎年、和歌山県花いっぱいコンクールが開催さ
れ、大切に育てられた花の写真を広く募集し、
表彰されるものです。
　梁瀬小学校では、子どもたちが花の種をまき、
育てた苗を地域の方々に寄贈し、花を通じて環
境整備や地域との連携を図っていく「花ぞの笑
顔運動」に学校全体で取り組んでいます。今回
の受賞は、その功績が認められたものです。

　選挙制度130周年の記念の年にあたり、
長く民主政治の確立または選挙の啓発活動
に尽くされた方に対し、総務大臣感謝状が
贈呈されました。12月13日（金）、町長室に

総務大臣感謝状贈呈

おいて伝達式が行
われ、中川雅司さ
ん（大谷）に感謝状
が贈られました。
　中川さんは、選
挙管理委員会委員
として12年（うち
４年間は委員長）
在職され、選挙の
管理執行および啓
発運動に尽力され
ました。
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　10月29日（火）、日本赤十字社和歌山医療センターで開催された「第30
回令和元年度和歌山県赤十字奉仕団大会」において、日本赤十字社より
奉仕活動において特に功労顕著な実績があり20年以上活動している団体
として、かつらぎ町赤十字奉仕団（委員長 宮本圭子氏）が表彰されました。
　地域の高齢者や近隣住民の方とのつながりを深めるふれあい交流会を
毎年継続して実施していることや、町の防災訓練においても炊き出しや
応急手当訓練に進んで参画し、地域の防災力の発展に大きく貢献してい
ることが認められ今回の受章となりました。

日本赤十字社金色有功章受章

　１月12日（日）、総合文化会館大ホールで、成人
式が開催され、158名（男性92名、女性66名）が、
成人の仲間入りをしました。式典では、町長や来
賓の方々からお祝いの言葉の後、新成人を代表し
て、２名の方がメッセージを読み上げました。そ
の後、町からの記念品贈呈があり、代表して坂田
萌恵さんが受け取りました。

　今年も式典の最後に、成人の２分の１年齢にあ
たる町内小学４年生の子どもたちによる歌の斉唱
とメッセージの上映があり、「おめでとう」の気
持ちを精一杯歌声に乗せて伝えてくれました。
　式典終了後は、激励会（町青年団体連絡協議会
主催）が行われ、恩師からのビデオレターや、抽
選会などで盛り上がりました。

新成人おめでとう！ 
　令和２年成人式開催

前東 大文さんのメッセージ 楠本 千咲さんのメッセージ
　今日ここに集まった新成人一人一人にと
っての出会ってきた人との思い出、想いに
違いはあると思いますが、私たちがこうし
て無事成人式を迎え、大人の仲間入りを果
たすことができたことは、皆に共通してそ
ういう人たちがいてくれたからだと考えま
す。今度は私たち
が町全体への恩返
しの意味を込め、
大人への第一歩と
して、後輩や子ど
もたちを見守り、
導いていける存在
となることを誓い、
あいさつといたし
ます。

　二十歳という大きな節目を迎え、これか
ら先どのように人生を歩み、社会に貢献し
ていくべきかを真剣に考えていきたいと思
います。世の中には、悲しい事件も多くあ
りますが、私たちは悩み、傷つきながらも
一歩一歩前進し、目標と希望に向かって突
き進むことを誓い
ます。これからも、
まだまだ未熟な私
たちですが、より
一層のご指導をよ
ろしくお願いいた
します。
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　１月12日（日）、かつらぎ町消防出初式が総合文化
会館大ホールで開催され、町内の消防団員をはじ
め、多くの関係者が参加し、盛大に行われました。
　式典では、人員報告、消防関係殉職者への黙と
うなどの後、退職消防団員の方々への感謝状の贈
呈をはじめ、消防活動に貢献された団員に表彰状
などが贈られました。

消防出初式を開催
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和

受
賞
者
《
敬
称
略
》

◆
５
年
以
上
在
職
退
団
者
感

謝
状

（
か
つ
ら
ぎ
町
長・県
消
防
協

会
総
裁
）

前 

団 

本 

部　

西
本　

訓
良

前 

団 

本 

部　

湯
川　

公
平

前
第
１
分
団　

廣
畑　

忠
彥

前
第
１
分
団　

木
下　

敦
也

前
第
１
分
団　

髙
松　

裕
志

前
第
１
分
団　

熊
谷　

隆
秀

前
第
２
分
団　

磯
部　

尚
紀

前
第
２
分
団　

中
井　

一
行

前
第
２
分
団　

松
山　

正
樹

前
第
２
分
団　

片
岡　

哲
也

前
第
２
分
団　

金
田　

正
純

前
第
３
分
団　

阪
田　

佳
久

前
第
３
分
団　

辻　
　

重
光

前
第
３
分
団　

新
堀　

行
雄

前
第
３
分
団　

田
中　

滋
久

前
第
４
分
団　

中
谷　

竹
秀

前
第
４
分
団　

小
林　

篤
幸

前
第
４
分
団　

杉
本　
　

稔

前
第
５
分
団　

楠　
　
　

明

前
第
５
分
団　

三
木　

一
弘

前
第
５
分
団　

越
道　

浩
幹

前
第
６
分
団　

下
垣
内
將
司

前
第
６
分
団　

北
戸　

孝
和

前
第
６
分
団　

岸
本　

敏
嗣

前
第
７
分
団　

奥　
　
　

勝

前
第
７
分
団　

前
浦　

良
信

前
第
８
分
団　

大
橋　

史
和
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を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
２
月
４
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
２
月
12
日（
水
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
２
月
18
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
２
月
25
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）

２
月
12
日（
水
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

２
月
18
日（
火
）

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

２月の２月の２月の

お知らせ

相　

談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る「
消
費
生
活
相
談
会
」

消
費
生
活
相
談

児
童
虐
待
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
」、

「
子
育
て
が
辛
く
て
つ
い
子
ど

も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
」
ま
た

は
「
虐
待
を
疑
わ
れ
て
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
一

人
で
抱
え
な
い
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
虐
待
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
22―

８
８
７
７
）

そ
の
他
の
通
告
先　

伊
都
振
興

局
健
康
福
祉
部
（
☎
０
７
３
６

―

42―
３
２
１
０
）、
和
歌
山

県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
（
１
８
９
番
）

※

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
警
察

（
１
１
０
番
）
ま
で

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

２
月
14
日（
金
）、
21
日（
金
）

３
月
６
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

就
職
相
談

　

笠
田
東
児
童
館

２
月
５
日（
水
）、
26
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

２
月
３
日（
月
）、
４
日（
火
）、

10
日（
月
）、
17
日（
月
）、
18
日

（
火
）、
25
日（
火
）、
３
月
２
日

（
月
）、
３
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

２
月
５
日（
水
）、
３
月
４
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

無
料
法
律
相
談

２
月
10
日（
月
）、
25
日（
火
）

３
月
９
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

ふ
く
し
何
で
も
相
談

　

日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と
に

幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
）

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

電
話
で
の
相
談
や
訪
問
し
て

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

募　

集

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
者
募
集

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

４
月
１
日
か
ら
の
芝
生
な
ど

の
管
理
業
務
委
託
の
事
業
者
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
要
領

社
会
体
育
係
で
配
布
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

◆
参
加
予
定
事
業
者
説
明
会

日
時　

２
月
６
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所　

総
合
文
化
会
館
３
階
研

修
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
（
内

線
３
０
１
７
）
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て
、
法
務
局
の
登
記
官
が
法
定

相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
確
認

し
、
証
明
書
を
無
料
で
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　

相
続
登
記
の
ほ
か
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
の
払
い
戻
し
な
ど
、

相
続
手
続
全
般
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法

務
局
登
記
部
門
（
☎
０
７
３
―

４
２
２
―
５
１
３
１
）

令
和
２
年
度
か
つ
ら
ぎ
町
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
一
つ
「
手
話
」
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
入
門
課
程
、
基
礎

課
程
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
農
業
技
術
講

習
会
受
講
者
募
集

　

就
農
意
欲
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
果
樹
の
基
礎
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　

25
名

申
込
締
切　

２
月
28
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊

都
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課

（
☎
０
７
３
６―

33―

４
９
３
０
）

橋
本
・
伊
都
地
域
自
立
支

援
協
議
会
講
演
会
「
詐
欺

か
ら
身
を
守
る
」

第
１
部　

悪
質
商
法
や
詐
欺
に

合
わ
な
い
た
め
の
対
処
法
を
学

ぶ講
師　

南
方　

明
子 

氏
（
和

歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

第
２
部　
「
防
災
落
語
」〜
落

語
で
学
ぶ
詐
欺
防
止
〜

講
師　

ゴ
ス
ペ
ル
亭
パ
ウ
ロ

日
時　

２
月
８
日（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

対
象　

一
般
の
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
、
保
護
者
、
支
援
者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

橋
本
・
伊
都
障
が
い
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
６―

33―

１
９
１
０
）

開
催
日

①
入
門
課
程　

４
月
８
日
〜
翌

年
２
月
10
日
の
第
２
・
４
水
曜

日
（
全
21
回
）

②
基
礎
課
程　

４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
３
日
の
第
１
・
３
・
５

水
曜
日
（
全
25
回
）

開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
資
格

・
町
民
ま
た
は
本
町
に
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方

・
平
成
26
年
以
降
の
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
課
程
を
修

了
さ
れ
た
方（
基
礎
課
程
の
み
）

参
加
費　

３
，
３
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

定
員　

各
講
座
20
名

申
込
締
切　

３
月
６
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住

民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
０

６
３
、
２
０
６
４
）

自
衛
官
候
補
生
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付　

随
時

試
験
日　

受
付
時
に
説
明

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
橋
本
地
域
事
務

所
（
☎
０
７
３
６―

32―

０
７

４
４
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

　

相
続
手
続
の
簡
素
化
を
目
的

と
し
た
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

こ
の
制
度
は
、
戸
籍
な
ど
の

書
類
を
添
付
し
た
申
出
に
対
し

お
知
ら
せ

53,000円
―

204,570円
―
―

206,432円
464,002円

５件
―
17件
―
―
４件
26件

53,000円
―

40,000円
―
―

66,704円
159,704円

５件
―
４件
―
―
５件
14件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

11・12月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表

○３月２日（月）
納期限

● 国民健康保険税　　　　第８期
● 後期高齢者医療保険料　第８期
● 介護保険料　　　　　　第６期

　町税などの納付は便利で確実
な口座振替をご利用ください。
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任
期
満
了
に
伴
い
、
草
田
蒼

太
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
、
教
育
行
政
の

基
本
方
針
や
重
要
事
項
な
ど
を

合
議
制
で
決
定
す
る
機
関
で
あ

る
教
育
委
員
会
の
委
員
で
す
。

任
期　

令
和
元
年
12
月
21
日
〜

令
和
４
年
12
月
20
日

教
育
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
中
前
隆

文
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
を
審

査
決
定
し
て
い
ま
す
。

任
期　

令
和
元
年
12
月
22
日
〜

令
和
４
年
12
月
21
日

固
定
資
産
評

価
審
査
委
員

　12月24日（火）、作家の中畑佐知子さん（笠田東、
筆名：鈴川紗以）が、町長を表敬訪問されました。
　中畑さんは、第15
回坊ちゃん文学賞の
小説部門で大賞を受
賞されています。
　最新刊の「ブラッ
ク・マリア」をはじ
め、中畑さんの作品
は図書館でも所蔵し
ていますので、お気
軽にご利用ください。

表敬訪問

　11月16日（土）に行われた町内予選、12月に行われたソフ
トバンク社による最終予選を経て、全国約300の小中学校の
中から各部門のベスト８に選ばれた２チームが全国大会（２
月９日、東京都）に出場することが決定しました。
　全国大会ではPepper社会貢献プログラムを通して、児童
生徒が学習したプログラミングの成果を審査員の前でプレ
ゼンテーションを行い選考されます。
　プログラミングの技術だけではなく、論理的に説明する
能力や、チームの中で一人一人が能力を生かせているかと
いった観点で審査が行われ、最優秀作品に選ばれたチーム
にはシリコンバレーへの研修旅行が贈られます。
　大会の模様はインターネットでも中継されますので、ぜ
ひ応援をよろしくお願いします。

出場校【小学校部門】　
　　　　渋田小学校「スタンプラリーで１日１善」
　　　【フリー部門】
　　　　笠田中学校「介護士の負担を減らすPepper」

プログラミングコンテスト
全国大会３年連続出場決定！
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間
宵
の
母　
　
　

歌
野　

晶
午

殺
し
の
許
可
証　
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つ
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ぎ
短
歌
会
）

ひ
よ

３(月)・10(月)　　
17(月)～28(金)

問い合わせ　図書館（内線３０２０）

　蔵書点検のため、休館させていただきます。
　図書の返却は、総合文化会館１階入り口のブック
ポストをご利用ください。
　視聴覚資料（ＤＶＤ）は、破損のおそれがあるた
めブックポストへの返却はできません。図書館の開
館日に、カウンターへ返却お願いします。
　ご不便をおかけして申し訳ございませんが、ご理
解ご協力をお願いします。
　また、２月４日（火）～16日（日）に本およびＤＶＤ
を借りた方については、貸出期間が28日以内となり
ます（この間の本の延期については、通常通り14日
以内となります。ＤＶＤについては、通常通り延期
はできません）。

休館期間　２月17日㈪～28日㈮

図書館蔵書点検に伴う休館のお知らせ
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日　　時　２月27日（木）午後１時30分～３時（受付１時～）
場　　所　保健福祉センター３階
講　　師　上田神経科クリニック　上田　英樹 氏
対　　象　町内在住または町内にお勤めの方、テーマに関心のある方
申込締切　２月21日（金）※当日参加可能

平成31年度　こころの健康づくり講座

　多くの人が運動不足を感じている現在。適度な運動は生活習慣病などの
疾病予防や気持ちのリフレッシュにつながります。また、長く元気に過ご
す＝健康寿命を延ばすには、まずは歩くための筋力維持が大切です。自宅で気軽に取り組めて、
楽しく続けられる筋力トレーニングのコツについてお伝えする予定です。皆さんで心地よい運
動を日常生活に取り入れましょう。多数の参加をお待ちしています。

令和元年度 運動習慣定着講座

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５４）

問い合わせ　橋本保健所（橋本保健医療圏地域・職域連携推進協議会）（☎0736－42－5440）

日　時　３月２日（月）午後２時～４時
場　所　橋本市保健福祉センター　３階多目的ホール
定　員　100名（先着順）
内　容　講演『健康寿命を延ばそう！自宅で続けられる簡単筋トレ』
　　　　※軽く体を動かしますので、動きやすい服装でご参加下さい。
講　師　近畿大学生物理工学部准教授　谷本　道哉 氏
　　　　※“筋肉は裏切らない！”ＮＨＫ「筋肉体操」の監修やテレビでおなじみ
対象者　橋本・伊都管内在住の方、在勤されている従業員とその家族

参加費

無料

申込締切

２月21日（
金）

健康ひろば健康ひろば健康ひろば

みんなで守るこころの健康
　　～地域のつながりで伸ばそう！健康寿命～

腎臓いきいき教室

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５９）

健診を受けて、腎臓の数値（ｅＧＦＲ）が少し
低下している、蛋白尿が少し出てるなどの方へ

①腎臓が悪くなると…高血圧、脳卒中、心筋梗塞になりやすい
②悪化すると…腎不全から人工透析になることもあります
③予防が大切！…教室に参加して悪化を防ごう！ 食事や生活のお得な情報をゲット！

第1回 ２月20日（木）
午後１時30分～３時

腎臓を守る生活・食事って？
　～保健師・栄養士の話～

保健福祉センター
３階

第２回 ３月５日（木）
午前10時～午後０時30分

おいしく食べよう！
腎臓を守るお食事（調理実習）

総合文化会館
３階調理実習室

日　　時 内　　容 場　　所

定員　20名　　申込締切　２月14日（金）
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 今月第２、第３金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

子どもたちの遊びの広場です。
製作など楽しい活動がいっぱいです。

わくわく広場

・２月13日（木） 午前10時～11時

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・２月17日（月） 午前10時～11時

・２月20日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

親子体操♪
※運動ができる服装、水分
　を持ってきてね。

☆子供１人につき
　　　100円必要

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

見好公民館

２月21日㈮
10:00～11:00
３月19日㈭
10:00～11:00
２月14日㈮
10:00～11:00
３月13日㈮
10:00～11:00

３月５日㈭
10:00～11:00
２月20日㈭
10:00～11:00
３月19日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

渋田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

２月６日㈭
10:00～11:00

妙寺公民館

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

な
か
よ
し
広
場
で
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
し
ま
し
た
。
リ
ト
ミ
ッ

ク
・
う
た
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
多
彩

な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

※２月が最終です。
※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・２月25日（火） 午前10時～11時

なかよし広場

※今月は第４火曜日です。

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・２月７日（金） 午前10時～11時
※今月は第１金曜日です。

「歯科衛生士さんの
　　　　おはなし」

キーホルダー作り

「子育てを楽しむために」

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第３
火曜日
第３
火曜日

２月18日
午前９時30分～10時30分
２月18日
午前９時30分～10時30分

２　

月

こども園名 日　　時
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
２月の保健カレンダー月の保健カレンダー２月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

２月６日㈭
３月５日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談 ● 献血

２月２日㈰

２月26日㈬

紀 北 青 少 年 の 家
（こおるどフェスタ）

か つ ら ぎ 警 察 署

10:00～12:00
13:00～15:30

10:00～12:30

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

令和元年８月生まれ
令和元年10月生まれ

平成30年６月生まれ
平成30年７月生まれ

平成31年３月生まれ

平成31年４月生まれ

平成29年12月生まれ

平成30年１月生まれ

令和元年７月生まれ

平成31年２月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２月28日㈮
13:00～14:00
２月18日㈫
13:00～14:00

２月４日㈫
9:30～10:00

３月３日㈫
9:30～10:00

２月３日㈪
9:30～10:00
３月２日㈪
9:30～10:00

２月14日㈮
13:30～15:30
２月５日㈬
13:30～14:30
２月19日㈬
13:30～14:30
２月５日㈬
10:00～11:00

平成31年３月生まれ３月４日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「調理実習②
　～おいしく食べて血糖値改善～」
日　　時　３月11日（水）　 9:30～13:00
場　　所　総合文化会館３階調理室

◆３月の内容

※エプロン、三角巾、手拭きタオルを
　お持ちください。

「糖尿病の食事管理（基本編）
　～何をどれだけ食べればいいの？～」
日　　時　２月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆２月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

３月３日㈫
までに
要予約
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